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1. 右横隔膜異常突出像について
野村文夫，木村道雄，管野治重
西村弥彦， )1口 光，福永和雄
(キッコーマン総
ぞう
合)
約 l万枚の胸部X線間接写真を対象として，右横隔膜
部分的突出像について検討した。本異常は計67例認めら
れたが40歳以下の例で、は認められず， 40歳を過ぎると加
齢と共に急増し， どの年代でも圧倒的に女性に多かっ
た。その成因として真の肝臓ヘルニアもあり得るが，大
多数の例は)躍中心部の非薄化による部分的レラクサチオ
と云うべきものと考えられた。 
2. 交通事故後に発症した脳下垂体機能低下症の 1例
菊地典雄(千葉労災)
高橋淳一(同・整形外科)
交通事故の頻発している今日，一命はとりとめ，認む
べき後遺症は残らなかったとしても後になって下重体機
能低下症を発症する可能性は否定できず，この現象に注
意する必要がある。症例は17歳の男がオートパイ事故後
約 l年で，偶然に尿中170HCSの低下が認められたのを
きっかけに，食欲減退，意識消失発作，性欲減満などの
症状が確認でき，各種検査にて明らかに下重体機能低下
が認められた症例である。 
3. AtaxIaを認めた症例 
0木村道雄，野村文夫，管野治重
西村弥彦， )1口 光，福永和雄
(キッコーマン総合)
中野義澄(千大)
小脳を中心とした退行性疾患の一例として，脊髄小脳
変性症である症例をあげ，神経学の中でその分類が最も
混乱した疾患のひとつである事を給介し，あわせて， と
かく診断が繁雑な為避けられがちまた見落とされがちの
小脳疾患の診かたについて簡単な説明を加えた。 
4. 無芽胞嫌気性菌感染症について
小林章男(千大・検査部)
嫌気性培養が簡便になり， 当検査部では昭和51年 103
例から無芽胞嫌気性菌を分離した。しかしその多くは混
合感染であった。菌種は Bacteroidesが主で， Pepto-
coccus，Peptostreptococcusの2倍多かった。重症無芽
胞嫌気性菌感染症については，当部はこの 5年来，診療
各科と協力し10数例診断，治療し報告してきた。その主
なものは消化器，女性性器，神経系に関連した感染症で
あり CLDMが有効であった。 invitroで Bacteroides
には CPと CLDMが有効で，後者は約 10倍前者より
強力で、あった。 
5. 千葉労災病院における職業病健診の現況について
(第 1報 じん肺について)
加藤繁夫(千葉労炎) 
S47年来特殊健康診断部を設け職業病健診を行ってい
るが，今回はじん肺について報告した。受診総数 555名
中胸部レ線有所見者は 277名であった。レ線所見と肺機
能，就業期間とレ線所見，就業期間と肺機能との関係に
ついて検討したが，何れも一定の傾向は認められず，職
種，作業環境条件の相違によると思われる。職歴では鉱
夫，溶接工が多く，最終的に要療養とされたものは 28
名，内活動性肺結核によるものは 2名であった。 
6. 抗;疑国療法が効果があった SLE腎症の 1例
森義雄(千葉労災)
小山哲夫(千大)
土田弘基(千葉社会保険)
本症例は発熱を契機としネフローゼ症候群を呈し，検
査及び病理学所見により，び慢性増殖性)J莫性のノレーフ。ス
腎炎と診断された23歳の女性の一例である。急激な腎機
能の低下をみたため，ヘバリン持続注入 1日量 1万5千、
単位，._， 3万単位を36日間使用後，ワープアリン経口投与
